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 Contact point for the notice : Second Pro‑

curement Section, Accounting Division, Ad‑

ministration Department, National Agency

for Automobile and Land Transport Tech‑

nology, 74227 Jindaijihigashimachi,

Chofu city, Tokyo 1820012 Japan. TEL
0422413206

入札公告の訂正
令和５年６月 13 日

分任支出負担行為担当官
防衛装備庁調達事業部
調達総括官 星指 見

◎調達機関番号 010 ◎所在地番号 13
〇第８号
１ 掲載日 令和５年５月29日（号外政府調達第
98号）
２ 訂正内容 10ページ記載の第13号１につ
いて、購入等件名をRaised Head Fastener
Small Diameter Kitに訂正する。

入 札 公 告（建設工事）
次のとおり一般競争入札に付します。
本工事は余裕期間制度を活用した工事であり、
発注者が工事の開始日をあらかじめ決めた上で発
注する「発注者指定方式」によるものである。
本工事は、建設業の担い手確保・育成のため、
建設現場への新規入職者を増やす環境作りの一環
として、現場休息の週休２日を促進する試行工事
（発注者指定方式）である。
本工事は、建設業法第26条第３項ただし書の規
定の適用を受ける監理技術者（特例監理技術者）
の配置は認めない。
また、本工事は、電子契約システム対象工事で
ある。
令和５年６月 13 日

支出負担行為担当官
近畿地方整備局長 渡辺 学

◎調達機関番号 020 ◎所在地番号 27
１ 工事の概要
 品目分類番号 41
 工事名 国立京都国際会館展示施設増築等
建築工事（電子入札対象案件）（電子契約対象
案件）
 工事場所 京都府京都市左京区岩倉大鷺町
422

 工事内容 本工事は国立京都国際会館の展
示施設の増築及び既存部分の改修、並びに展
示施設周辺の外構整備等を行うものである。
展示施設（増築部分） 鉄骨鉄筋コンクリー
ト造（一部鉄骨造） ２階建（地下１階）
延べ面積4860 増築１棟
展示施設（既存部分） 鉄骨鉄筋コンクリー
ト造（一部鉄骨造） ２階建（地下１階）
延べ面積4506 改修一式
屋外排水設備、舗装 各改修一式
雑工作物 地下連絡通路 改設一式
連絡歩廊、歩廊上屋（西）、歩廊上屋（東）
各新設一式
樹木 新植・伐採一式
芝張り 新植・撤去 一式
エレベーター設備工事 新設一式

 工期 本工事は、受注者の円滑な工事施工
体制の確保を図るため、事前に建設資材、労
働者確保等の準備を行うことができる余裕期
間（契約締結日から工事開始日までの期間）
を設定した工事である。
余裕期間内は、監理技術者又は主任技術者
を配置することを要しない他、現場に着手し
てはならない。ただし、現場に搬入しない資
材等の準備は行っても良い。なお、余裕期間
内に行う準備は受注者の責により行うものと
する。
工期：令和５年12月20日から令和８年２月
20日まで
（余裕期間：契約締結日の翌日から令和５
年12月19日まで）
 使用する主要な資機材 鉄筋約742ｔ、コ
ンクリート約5175、鉄骨約408ｔ、ガラス
約1150
 本工事は、一次審査の審査評価点の合計が
上位10者（ただし、10者目の審査評価点と同
点のものが複数いる場合は、そのすべての者
を含む。）以外の競争参加者による入札は無効
とする段階的選抜方式の適用工事である。
 本工事は、価格以外の要素と価格を総合的
に評価して落札者を決定する総合評価落札方
式のうち、品質確保のための体制その他の施
工体制の確保状況を確認し、施工内容を確実
に実現できるかどうかについて審査し、評価
を行う施工体制確認型総合評価落札方式及び
契約締結後に施工方法等の提案（総合評価に
係る提案を除く。）を受け付ける契約後ＶＥ方
式の試行工事とする。

 本工事は、建設工事に係る資材の再資源化
等に関する法律（平成12年法律第104号）に
基づき、分別解体等及び特定建設資材廃棄物
の再資源化等の実施が義務付けられた工事で
ある。
 本工事は、競争参加資格確認申請書（以下
「申請書」という。）及び審査資料（競争参加
資格確認資料（以下「資料」という。）及び技
術提案書をいう。）の提出及び入札を原則とし
て電子入札システムで行う対象工事である。
なお、電子入札システムによりがたいものは、
発注者の承諾を得て紙入札方式に代えるもの
とする。
 本工事は、工事実施にあたって、不足する
技術者や技能者を広域的に確保せざるを得な
い場合も考えられることから、契約締結後、
労働者確保に要する方策に変更が生じ、適正
な工事の実施が困難となる場合に、必要とな
る費用について支出実績を踏まえ、設計変更
にて対応する試行工事である。
 本工事は、工事管理の効率化を目的として、
「工事書類の簡素化」を行う工事である。
 本工事は入札参加者から見積りの提出を求
める「見積活用方式」の試行工事である。予
定価格の算定に必要な項目について、見積価
格を記載した見積書及び根拠資料の提出を求
め、その妥当性が確認できた見積価格を予定
価格作成のための参考とする工事である。
 本工事は、入札時積算数量書活用方式の対
象工事である。詳細は入札説明書による。
 本工事は、週休２日を促進する試行工事で
ある（週休日は、現場休息とする。）。詳細は
入札説明書による。
 本工事は、工事成績相互利用登録機関が発
注した「工事成績相互利用適用対象工事」（以
下「工事成績相互利用対象工事」という。）の
工事成績評定点を競争参加資格や評価対象と
する、「工事成績相互利用型総合評価方式」の
試行工事である。詳細は入札説明書による。
 本工事は「情報共有システム」を活用する
工事である。詳細は工事補足説明事項による。
 本工事は、契約手続にかかる書類の授受を、
原則として電子契約システムで行う対象工事
である。なお、電子契約システムによりがた
い場合は、発注者の承諾を得て紙契約方式に
代えるものとする。

 発注者の承諾を得て紙方式に代える場合、
書面手続きにおける押印等の取扱いについて
留意すること。
 本工事は、建設キャリアアップシステム活
用推奨モデル営繕工事の試行対象工事であ
る。試行内容の詳細は、工事補足説明事項に
よる。
 本工事は、賃上げを実施する企業に対して
総合評価における加点を行う工事である。
 本工事は、「建設現場の遠隔臨場」の対象工
事である。

２ 競争参加資格に関する事項
競争参加資格者は、次に掲げる条件を満たし
ている単体有資格業者、又は次に掲げる条件を
満たしている者により構成される特定建設工事
共同企業体（以下「特定ＪＶ」という。）であっ
て、「競争参加者の資格に関する公示」（令和５年
６月13日付け近畿地方整備局長）に示すところ
により近畿地方整備局長から「国立京都国際会
館展示施設増築等建築工事」に係る特定ＪＶと
しての競争参加資格（以下「特定ＪＶとしての
資格」という。）の認定を受けている者であるこ
と。
 予算決算及び会計令（昭和22年勅令第165
号）第70条及び第71条の規定に該当しない者
であること。
 近畿地方整備局における令和５・６年度一
般競争（指名競争）参加資格「建築工事」の
認定を受けていること（会社更生法（平成14
年法律第154号）に基づき更生手続開始の申
立てがなされている者又は民事再生法（平成
11年法律第225号）に基づき再生手続開始の
申立てがなされている者については、手続開
始の決定後、近畿地方整備局長が別に定める
手続きに基づく一般競争（指名競争）参加資
格の再認定を受けていること。）。
 近畿地方整備局における令和５・６年度一
般競争（指名競争）参加資格「建築工事」の
認定の際に、客観的事項（共通事項）につい
て算定した点数（経営事項評価点数）が、単
体有資格業者、特定ＪＶの代表者又は経常建
設共同企業体（以下「経常ＪＶ」という。）に
あっては構成員のうちの１社においては、
1200点以上であること（上記の再認定を
受けた者にあっては、当該再認定の際に、経
営事項評価点数が1200点以上であること。）。
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